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  アレックスの工場は毎日作業を行っているにもかかわらず在庫の山を抱えており、顧客の注文に対しても対応ができて
いません。そのせいもありアレックスは家族思いにもかかわらず家族との時間も失っています。 
このような絶望的な状況の中、アレックスは一人の人物と出会います。大学時代の恩師のジョナです。ジョナは工場の改
善にTOC（Theory of Constraints＝制約条件の理論）を用いて改善を促しますが、TOCをただひたすらに説明するので
はなくアレックスに考えさせることで自ら解決させようとします。本書は、552頁のボリュームがありますが、そのほとんどにお
いてTOCを用いた場合の機能や効果についての説明であります。しかしながら、様々な登場人物がおりなす魅力的なス
トーリーにより難しい理論の話が想像以上に簡単に理解できると思います。 
 さて、最初に書いたみなさんの「ゴール」を達成する問題解決に対して、どうしてこの経営手法の本を紹介したかという理
由を少し話させてもらいます。TOCといいますのは基本的には営利組織における経営手法であるといわれています。企業
の経営がどうして個人の「ゴール」と関係するのかといわれますと、企業であっても個人であっても「ゴール」に向かうために
は問題を解決することは同じだからです。 
 みなさんも「ゴール」に向かって努力をしてもなかなか前に進まないときはありませんか？アレックスの工場もまさに同じ状
況でした。しかしながら、問題を一つ一つ解決していくうちに「ゴール」が見えてきます。それではその問題はどのように発
見していくのか、それを考えるきっかけに本書が役に立つと考えているため読んでほしい1冊として紹介させていただきま
した。 
 本書を通じてアレックスは成長をします。また、本書を手に取って読み終えたみなさんもアレックス同様成長をしているこ
とに加え、物事に対する新しい視点が芽生えていることと思います。今までの視点では考えられなかったことを知るチャン
スが本書にはあるといっても過言ではありません。そして、読み終えたみなさんにぜひ尋ねてみたいです。 
 みなさんにとっての「ゴール」は達成できそうですか？ 

学生協働交流シンポジウム 図書館総合展 
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 みなさんにとっての「ゴール」とはなんでしょうか？ 
 本書は「ゴール」を達成するための問題解決に役立つ一冊です。とある会社の工場長である
アレックス・ロゴが工場閉鎖の通告からいかにして工場を存続させるかが本書のメインテーマで
あります。 
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学習に集中できる静かなス
ペースです。 
4F吹抜け周りに並んだ学
習席では、ノートPCを利用
できます。貸出ノートPCも
ご用意しています（カウン
ターにお申し出ください）。 

会話ができるスペースで
す（4部屋あり）。パソコン
やホワイトボードなどを利
用しグループで話し合い
ながらの学習に適してい
ます。 

ゆったりと本や雑誌を
読んだり、インター
ネットや資料を利用し
ながらのレポート作成、
DVD鑑賞など、様々
な用途に利用できる
スペースです。 

図書館のとなり（入口に向
かって左側）にある、会話
や飲食ができるスペースで
す。グループ学習や休憩な
ど自由に利用できます。小
規模なイベントなどにも利
用可能です（１週間前に申
請が必要です）。 


